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第 1回豊後大野市「みらい戦略プラン」策定審議会
議事録

【以下、協議内容】

² 古庄まちづくり推進課長より開会の挨拶を行った。
² 川野市長よりご就任いただいた 20 名（三浦委員、後藤委員、川野委員、伊東委員、赤嶺委員、

清水委員、是永委員、橋本委員、太田委員、太田委員、三浦委員、佐藤委員、江藤委員、後
藤委員、甲斐委員、進司委員、渡邊委員、甲斐委員、吉岡委員、神田委員）に委嘱状の交
付を行った。（※会議の進行上、代表者 1名に交付）

² 川野市長より挨拶を行った。

【川野市長】
策定審議会委員への就任、本日の会議への出席に感謝申し上げる。豊後大野市は市政 20 周年

を迎える。市政の発展は皆様のご協力のたまものであり感謝申し上げる。
豊後大野市の課題である人口減少に対応するため、総合戦略を策定し人口減少に対応するための

取組を進めてきた。子育てでは、医療費、保育料、給食費の無償化に取り組んできた。産業では、市の
基幹産業である農業への就業人口の増加や商工業では企業誘致推進プランを策定し、半導体に特化
した誘致戦略を取り組んでいる。移住定住や関係人口の増加に取り組んでおり、スポーツツーリズムによ
る関係人口の増加は市の特徴となっている。そのほか、ジオパーク、エコパーク、サウナなどの観光戦略にも
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１．開会

２．市長あいさつ
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取り組んでいる。
これまで取組を進めてきた総合計画と総合戦略は今年度で終了することから、総合計画と総合戦略

を一体し、みらい戦略プランを策定することとした。各担当課の個別計画は、総合計画にすべてを組み込
まず個別計画で定義することとし、人口減少対策やDX に特化した身の丈を超えた野心的な計画とした
い。自分としても初めて策定することになるため、思いを込めて策定したいと思っており、委員の皆様には
思いを汲み取っていただき、みらい戦略プランの策定をお願いしたい。

² 古庄まちづくり推進課長より会長及び副会長選任方針を説明し、会長及び副会長を選任した。

【事務局】
豊後大野市総合計画策定審議会条例第 4条により会長及び副会長を選任する。会長を日本文

理大学学長の橋本堅次郎様、副会長を豊後大野市自治会連合会会長の佐藤英介様に就任いただ
くことを事務局から提案する。

【委員全員】
賛同する。

² 橋本会長より挨拶を行った。

【橋本会長】
日本各地で抱える課題は同じであり、直近 4～5 年が最大で最後の改革期間であると言われている。

この 4～5年間に方向性を出して具体的に手を打たないと生き残れない。
キーワードは「オール豊後大野市」で取り組み、次世代に豊後大野市に引継いでいくという視点でいた

い。短期間でやらなければならないため、みらい戦略プラン策定審議会を有意義なものにし、次世代につ
なげるプランを策定したい。

² 川野市長より審議会への諮問を行った。

【川野市長】
豊後大野市における総合的かつ計画的な行政の運営を図るためのみらい戦略プランの策定にあたり、

豊後大野市総合計画策定審議会条例第 2条の規定により審議会に諮問する。

3．会長、副会長選任

4．会長挨拶

5．諮問
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² 委員、事務局より自己紹介を行った。

² 事務局より「【資料 2】豊後大野市「みらい戦略プラン」策定方針」を用いて説明した。

【川野委員】
策定方針のすべてにおいて抽象的な表現である。戦略だけでなく、戦略の実現に向けた戦術が必要

である。
商工会の立場としては、まちの活性化にあたり企業の存在が不可欠であり、企業をなくしては従業員

数や人口が減少するため、ITを皮切りに企業誘致をしたいことが前提にある。企業を誘致することで商工
業の発展、人口の増加につながる。次に、昨年の大分県への観光客数は180万人であった。大分空港
から台北空港や済州島への直行便が増加している。大分県への観光客を豊後大野市に取り込んでいく
ための取組が必要である。また、ふるさと納税は豊後大野市の特徴をアピールし納税額増加につなげられ
るとよいと考える。最後に、農業は田んぼが非常に狭い。また、若年層の就農者が少ない。田畑が荒れ
ないような農業の方針を策定してほしい。

【橋本会長】
実行性の高い計画にすべきとの意見と受け止めた。企業誘致や観光、ふるさと納税について取組を進

める必要があると考える。

【川野委員】
教育は三重総合高校しかなく定員割れしている。アンケート結果のとおり高校卒業後、市外に進学し

市内へ戻りたくても働く場所がなく市内に戻ってくることができない現状があるため、働く場所の確保が必
要である。人口減少へ歯止めをかける観点からも有益であると考える。

【橋本会長】
子どもたちが戻ってくるまちを実現しなければ、まちの将来はないという考えに同感である。ふるさと納税

は豊後大野市の資源を産品化できていない。実践できるプランにしたい。

【江藤委員】
観光協会は 2025 年 2月に三重町駅に移転し、観光案内所としての巨大地図パネルを作った。パネ

ルに観光スポットの QR コードを提示し QR コードを読み込むことで Google Map と連動した詳細なデータ
を閲覧できる。観光協会に足を運んでほしい。また、観光協会に名称を変更し事務所移転や予算関係
の変革や改善を行ってきた。

6．委員、事務局自己紹介

7．議事（１）策定方針について
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少子高齢化による産業の空洞化が進行し、地域経済が衰退し、若者が流出するという負のスパイラ
ルに陥っている。観光協会として持続可能な観光業をするために後継者の確保が問題である。後継者と
企業者、従業員を巻き込んだ人材育成が必要である。後継者の確保と人材育成により仕事、雇用、
所得の確保に取り組む必要がある。観光は、幅広い分野に関係する産業であり、関係各所と連携しな
がら関係人口を創出し観光振興をビジネスとして進めていきたい。

【三浦（誠）委員】
みらい戦略プランは総合計画と総合戦略を一本化するにあたり、現行計画及び現行戦略の総括が

必要だと考える。
また、攻めの戦略とするために市内のやる気やチャレンジ精神がある人を応援し支えていくかが重要で

ある。サウナやスポーツツーリズムなどが民間発信で拡大してきたと認識しているため民間の小さなチャレン
ジを大胆に育てていく手だてがあれば取り組んでほしい。

【川野委員】
チャレンジを行う民間企業には国から資金援助があり、上乗せで県も補助金を交付している。これらの

仕組みを活用できるとよい。

【後藤（綾）委員】
農業委員会は 1年に 1 度農業者から要望や問題をヒアリングしている。農業委員会としては人口増

加、耕作放棄地の活用、担い手の育成に取り組んでいるが実現は難しいと考えている。観光や教育な
ど他分野の取組と連携しながら取組を進める必要がある。他分野と連携を生み出すためのハブ拠点を
整備し取組を広げられるようにしてほしい。また、今後個別施策に関する意見を述べるための機会を設け
てほしい。

【橋本会長】
計画を策定しても現場で取り組む人の存在が必要となるため、現場からの意見は大切にしていきたい。

【赤嶺委員】
総花的ではなく攻めの姿勢は貫いてほしい。策定方針の基本的な方針（4）は、「みんなで」とすると

総花的な意味になる可能性があるため、文言の変更を検討すべきだと考える。

【事務局】
ご意見いただいた具体的な戦術については、現在、庁内で施策立案シートを配布し具体的な取組を

検討している。第 2回策定審議会は人口減少対策としてできる施策のアイデアを踏まえてご議論いただ
きたい。
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² 事務局より「【資料 3】市民アンケート結果報告書」「【資料 4】中学生アンケート結果報告書」「【資
料 5】職員アンケート結果報告書」を用いて説明した。

【江藤委員】
職員アンケートの回答率が低い理由を確認したい。市民アンケートで職員の資質向上を望む声もある

ため、職員に対してより回答を求めてよいと考える。

【事務局】
職員に対して案内をしたが、回答率向上につなげられなかった。次回以降は更なる対応を検討したい。

より多くの職員を吸い上げていけるよう工夫したい。市民アンケートと職員アンケートの結果に差が生じてい
る項目は市政への反映を検討したい。

【後藤（綾）委員】
職員アンケートの実施は画期的であり、市の取組や施策を十分に理解している職員の回答は参考に

なる。市の職員が魅力ある仕事ややりがいのある仕事に取り組むことができる環境を整えていくことが重
要である。

【清水委員】
中学生アンケートは、大分県全体と比較すると地域への愛着が高いと感じた。属性別にどのようにした

ら豊後大野市に住み続けたいかを確認したい。大分県は若い女性の流出が大きくなっている。アンケート
から性別による意見を把握することで、施策を検討するにあたり優先順位をつけやすいと考える。

【吉岡委員】
学校を残すという考え方が重要である。大野高校が廃校したことにより大野町の活力は低下した。三

重総合高校の魅力を発信して、子どもたちに選ばれるまちを作っていく必要がある。

【甲斐（真）委員】
豊後大野市は小中一貫教育を進めている。地域に学校を残す取組として郷土学に力を入れており、

まちのよいところを学ぶことができる環境がアンケート結果に反映されていると感じる。市民参画にあたって
市民の意識改革が必要になる。人を重視した施策や取組を進めていく必要がある。

【進司委員】
高齢者の孤立が進んでいるため高齢者についても忘れず議論を進めてほしい。

【是永委員】

7．（２）各種調査結果について
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就職や結婚により市外に転出することに着目される傾向があるが、少子化においては高校生の年代ま
で地域にとどまってもらえる仕組みを検討していく必要がある。

【橋本会長】
地域への愛着育成は、ヒトとの関わり、祭りやイベントなどのコト、特産品などのモノ、自然の 4 つが掛

け合わせって生まれる。中学生アンケートの結果を踏まえてコトが弱いように感じた。
また、地域内進学を実現することで地域に残るというデータがあることから、大学までの進学環境を整え、

地域への愛着を育成することが必要だと考える。郷土学も同じく、学ぶことで愛着を生む。さらに、地域で
体験活動を行うことは 4 つの視点が実現され地域への定着に繋がる。研究として地域で学生を育てつづ
け地域内就職率が向上した事例がある。教育の在り方として幼児期ふるさと教育の取組が必要だと考
える。
次に、市民アンケートの4象限を踏まえて施策に優先順位を付けることが重要である。新しい取組は強

化領域、維持する取組は向上領域、改善すべき取組は見直し領域として優先順位付けを行う必要が
ある。検討領域は削減や効率化を検討する必要がある。
最後に、魅力ややりがいのある仕事という観点は重要である。人は、成長できるか、居場所があるか、

人間関係が良好かの 3 つが整備されていないと仕事を辞めてしまう。3 つの観点を整備した職場環境を
市も含めて作っていく必要がある。

² 事務局より「【資料 6】豊後大野市「みらい戦略プラン」策定スケジュール(全体)」を用いて説明した。

【橋本会長】
各分野に精通する人物を紹介できるため、随時相談してほしい。

² 事務局より「【資料 9】市ホームページ「第３次総合計画」バナー新設のお知らせ」を用いて説明した。

【佐藤副会長】
自治会としても企業誘致や観光誘致、景観保護、青少年育成に取り組んできた。さまざまな分野か

ら議論を行うことでみらい戦略プランを作り上げていきたい。

【橋本会長】
大学教育は、少子化の流れを受けて統合や撤退・縮小の方向に舵が切られたところであり、選ばれる

大学になるための取組を進めている。この考え方は、豊後大野市も同様であり、豊後大野市全体は運
命共同体であり、関係者全員で自助努力により取組を進めなければ、豊後大野市が選ばれない地域
になる。次の世代に豊後大野市を残すためにオール豊後大野市で議論を深めたい。

7．（３）策定スケジュールについて

7．（４）その他について
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² 事務局から連絡事項（第 2回策定審議会開催日は 10月上旬ごろ）を行った。

² 佐藤副会長より閉会の挨拶を行った。

以上

8．次回開催日について

9．閉会


